
                                                                                                                                                     

■ 議会のうごき ■ 

　
幕別町議会基本条例の検証結果についてお知らせします

　幕別町議会基本条例は、議会運営における規範的事項を定めることにより、幕別町民から

負託を受けた幕別町議会としての役割を発揮するとともに、住民福祉の向上に寄与すること

を目的に平成 26 年４月１日に制定しました。

　本条例には、これらの目的を達成するための議会や議員としての責務が規定されており、

条例第 21 条では、必要に応じて条例に規定する目的が達成されているかどうかを検証し、

その結果について町民に公表することにしています。

　本条例が施行してから 10 年目の節目を迎え、令和元年に行った検証から５年が経過する

ことから、改めて本条例の目的が達成されているかどうかの検証を行いましたので、「今後

努力を要する項目」について、お知らせいたします。

　

条項・条文 検証結果（評価の理由・意見等）

（議会の活動原則）

第３条第４号

町民にとって分かりやすい言葉を使
うなど、町民の傍聴及び参加の意欲
を喚起する議会運営に努めること。

年間を通して、議会を傍聴する町民
が少なく、参加の意欲を喚起する議
会運営に努める必要がある。

（議員の活動原則）

第５条第３号

合議制の機関であること及び議員間
は平等であることを十分に認識し、
議員間の自由な討議を重んじること。

議員平等の原則を十分に認識すると
ともに、活発な自由討議により議論
を高めていく努力が必要である。

（会派）

第６条第２項

会派は、政策を中心とした理念を共
有する複数の議員で構成し、政策立
案、政策決定、政策提言等に関し主
体的に活動するものとする。

将来的に、会派のあり方について議
論する必要がある。

（町民参加及び
町民との連携）

第７条第３項

委員会の運営に当たっては、参考人
制度及び公聴会制度を十分に活用し、
専門的又は政策的識見等を議会の討
議に反映させるよう努めなければな
らない。

参考人制度や公聴会制度を活用する
機会（必要性）がなかったが、制度
を十分理解し、必要な時は制度を活
用し、議会の討議に反映できるよう
努める。

第７条第５項
議員と町民が町政全般にわたり情報
及び意見を交換する場を多様に設け
るよう努めなければならない。

コロナ禍の影響もあり、意見交換の
場が年１回しか開催できなかったが、
更に多くの町民が参加でき、意見を
交換する場となるよう改善するとと
もに、多くの機会を設けるよう努力
する。

(自由討議によ
る合意形成 )

第 12 条第１項

審査に当たって委員相互間の自由な
討議に努めるものとする。

更に活発な自由討議を行い、議論を
高めていく努力が必要である。

(委員会の適切
な運営 )

第 13 条第３項

町政課題に柔軟に対処するため、議
員及び町民が自由に情報及び意見を
交換する懇談会等を積極的に開催す
るよう努めるものとする。

コロナ禍の影響もあり、意見交換の
場が年１回しか開催できなかったが、
時期、対象、内容等を検討し、一層
の機会の充実に努める必要がある。

（議会図書室の
設置）

第 15 条第１項

議員の調査研究及び資質の向上に資
するため、議会図書室の充実に努め、
適正に管理し運営するものとする。

議会図書室は、地方自治法の規定に
基づき、議員の調査研究及び資質の
向上に資するために設置されており、
有効活用に努める必要がある。

(議員定数 )

第 18 条第１項

人口、面積、財政力及び町の事業課
題並びに類似町村等との比較検討を
するとともに、多様な町民意思を十
分に反映でき、かつ、合議制の機関
として活発な議論が可能となるよう、
総合的な観点から決定するものとす
る。

今後の人口減少を見据え、面積、財
政力及び町の事業課題並びに類似町
村等との比較検討をするとともに、
多様な町民意思を十分に反映できる
よう議員定数について、議論する必
要がある。

（議員報酬等）

第 19 条第１項

そのあり方を含め、その額が議員の
職務及び職責に見合うよう適時に見
直しをするため、幕別町特別職給料
及び議員報酬審議会条例に定める審
議会の意見を参考にするものとする。

議員の職務、職責に見合う適正な議
員報酬のあり方について検討する必
要がある。
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